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立) II 北 U 大通りの「氷まつり」がすつかり 
恒例となつて、今年で四冋目。ますま寸技術 
も冴え、アイデアにも笛んで， S の一日•市 
民の自を愉しませてくれた。彫4«姊0本»だ 
が、それを支える^方もまた本暧、いよいよ 
立川『»の3^物诘」の色をふかめて 
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冃刊 • えくてびあん立 JII と語ろう • 立 JIH こ生きよう 
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多摩最大の店舗網 


みなさ i の摹らしや 
ニーズに合わせて. 
矮広いサービス（二 
つとめています • 
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鉍 <h 2 7 日 m 

域 ii 藥しお ro • AM 6 〇〇〜 

//霣‘ こし • akt : 00^ 

象ま， 4 広 4 ) • ak t a i q 

» n a » b fin 

パ W_f • AM M t 0 0 ^ 
プ今复 _ • A M 1 L i0 0 ^ 

太倉«ノぐ レー， 

あま，，広衊 •AM I I :0 0 — 
J-V レゝ 

セ < m 卜 J t ， 出中 

nim % rncfufia 鬌一 6 ん《 
IfAcx 加奐 ， F - f » c よ 6 繳 
鬌 H レて 礫丨羹し <：• 
f iliKiD 豢 《•方に 車 i 坩 してい ftA ! 

IttifS * • i fc め Mid 多ん 40C C ば 

tt . * ll«Ml r A < 
r0AA . M«i WJ * T . 


ょく知つているでしょぅけど 
この辺9は；赤つ晛.といゎれ 
るほどに風が強くて •* い上が 
つた土で51えなくなる«でね。 

今以上に*も太くてきれいな並 
木でな、 K はとつても涼しかつた" 
并戸からの水はとても芙味し 
かったが • 卷地か来てからは水 
H が落ち，その為に ¥♦ くから水 
it が *)1 かれたよ-当時役 H して 
たからずいぶん M き掛けたよ ♦ 


JF 4 •苗士 H . 町辺りは道：卜に， 

柴5町辺りからは氓上に人は住 
んだものなんだ” m 下は^き水 
が多くてね•同じ地域でも水の 
出方はそれぞれで，ぅちは 3 n 
から11片.でも*二针«リでは 
1年中で* S には緣の T からも 
水が i ! s いて大変だったよ」 • ft 年 
文化 Ittfs 滅につくされ•琛歉地 
を«史民俗資 n 館に提供•今の 
おすまいは m 上•立川城 K 城跡 • 



「立川釈が出来る時，改札口を 
北と南どちらにするか•ずい分 
S し合いがあつたけど，結！ 1 T 
aififfl の水を砂川用水から R ぅ 
んだからって北に決つたんだよ 
ね •«!:: •駅前は大雨が降るとよ 
くあふれてね M 女学生の頃、！？ 
れなくて困つていたら*兵隊さ 

んがおぶつてくれた?もあつた »-.• 

Ha 和36竿•全国初の^ ^ Itlff 会 m 

長に•今も席の DS まる暇がない • 


この辺りは•五日市 ttjia を 

说に： BIB 型の t 地で•畑の奥 

にいつているものには*ラッ 

パで ft 事やらを知らせてね- 

魚も • f かない热 S か塩ジ 

ャゲや干物を天秤で持つてき 

た•そんな大 IF . の初め • «&? 

んに W 4 を食べに八王子まで 

連れていつたもらつたな•釈 

のホ I ムから、家の嫌が兄え 

るほど通りにはなにもなかつた。 


7^23 Hct ) ▼ク y f ンふるさ 
とまつり•の - sf と I て W か n 
た「ミス立川コン X スト」 cc ^ 
はる \ M :<42 &の中からみごと 

ミス立川1:»ぶ11+さん<1 9 


琴 , 




才了率ミスに小 fRst 子さん(22 
才 TK 谷川明子さん<20-+>が 
通ばれた•昨^のミス取 i »\ 人 
货の负«さめゃらね立川*鈴 
木さんに大きな声很を送る" 


•41 




真如苑だよリ 

免今^も後 t に入 O i した， 
㈣ 時間はあつといぅ IW に*®ぎ: 
疫てしまいます.2。 

§外持にゆとりをとり庚しに • 

® ちょつと足をのばしてみませ 

娜んか， 

承今 2 T もお ff ちしています • 

项 ■ n 畤90 :16 D 3 
_ 午後2時彳4時^ 
噃 ■卸 ^線如宝物鮪をはじ^ 
ゆめとして Mip ? i など盛9だくさ^ 
蠔んめ rfls がしてございます 
制川市 E < t £ A > に限らせ一 
通て m さ i す • 

如 •お申し込み 
1は「えくてび 
㈣ あん•コンパ 

承-ーオン匕本誌 
W を手減してく 
«れた人)へ • 




筋立立川高校の校# 

が so 年の歴史を閉じる 。 M 
-// 府立二中時代からの卒9 
C 2 茶生約2万人のうち、！ > 
%一^ 9割の学生.か学んだ校~ 
%-♦ 卩 、省である ••* . 潘を挎つ M 
w 人は多い•特に建& 
$ H の塔は地元にも親し^ 
^ ^5 ょれ子供たちは 「一一 中' 
% lj の塔の見えるうちに保••♦5. 
t 1 って来なさい J と-頁わ你 
♦ れたとか•新校®は ife y 
ぐ上ハ y 元に閑放を考 it した股0 
% 6 計だそうだ" 

HH»S 6 % 

•移 9行くか可の街畫を記«して 
いる方は多いが . 50 年 . 60 年葙の 
砂川村•立) IIH の時代を知る人は 
少なく、いや知る m 会すらないよ 
うであります•敬老の n などはお 
じいちやん•おばあちやんに•占 
きよさ* t 川=.を 1W く絶«のチヤン 
スでは •おじい ちやん•おばあち 
やんとは，打って«って％代立川 
の象 ft 的なのが、ミ X 立川出場 
の®々 n 平均 16satl と全 M ¥ 均 <18 
>25^*!57. a 7 8 )♦ 矢きく上回わる 
ほどの# S 。ミス*京コンテストは 
足非がんばってほしいものです、ね， 
鈴本さん • # 府立二中 ALJ て明治に 
矬てられた立川高校。当畤は、见« 
す限9の畑であった。今や议禽を拽 
すこと tsi しいほど。呤の流れは 
思っているより , ？-いようです • 今 
W また ft のながるるえくてびあん。 

<疆廨)石 «»* 小川 n 子# UJiE 子19.川9 
曲-子《上政里半 KHiHLa 田供乎 
<?«>支愎«|”官田轉在 
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1 立川クィズ ■ 

流れる水と ttm . ff 通は技 

进が水の流れの上をまたいで 

通9ます。ところが、屯 iH の 

姐上を故切って疎水が悠々と 

流れているところが市内に一 

ヶ所だけあるのです•まさか， 

とお思いの方は5 i しに rtl 内の 

跌进めをされてみては？ 

(ただし•木通®は M です》 

① 立川 Kw 内由北通路下 

② 中央说上隆魄そば(宙^^五 

丁目—榮崎一 TnID ]) 

③ 西武斑玉川上水駅•武*砂 

川駅問 

〔八月号の答〕 ❷ 

立川で rr われていた»飼い 

では WK も川に人り、 W を搡 

9ます■その晾•长议|||のよ 

ぅな衣装はつけず•半てんに 

咬引きといぅ X タィルでした • 

vs. svsvs S. s S $ § s§ s\* 


立川駅長列伝 

❾中野明 


昭和 三 五年钬 —— ^軍家枨住乇 
に 住む子供たちが • *車兒たさに 
線路内に. fc ち人〇® んでい るとい 
ぅ tftm が度々 • W 松駅長の耳に人 
つた4そこで， M 松駅技は* fe 供 
故防止の|圾 として、 子 ft たちに 
列車薄転 の 実態を ft せ、線路上で 
の »き心诹びがいかに低飧でぁる 
かを知つてもらおぅと考えた • 
その 主な内容は、先ず、^^輾 
屯枣の*転宇に r 供たちを乘せ て 
邋行する電 41 の 明方を a せる•次 
に •八王子 WWK にて 梅 W 41 の il 
学 • & 後に 立 川釈々艮«で《談会 


*立;11轵にて梅練霣窜を使闬 
しての£^*»*<*転宜で二人 

の rHS と写つているのが？ i 松駅按) 


を fr ぅといぅものだつた。結米 
は好評で•參加した子供たちか 
ら感谢され、以後、『衣 ¥*: 族 (E 
宅のチ供たちが躲路内に立ち入 
つて困る j という速絡を耳にし 
たことはなかつた • 



#八王子柵《区での镰閧車覓学 

{デッキ上) 


今 c の衣紙を fi つたのは • * 
推** ft の小品啓 - f さんの作品 
「お a の親？ 4 . であります" 

会が明かれて20年•そのお祝い 
の記. t として開 rtt された族&会。 
そこに mMi された作 a である • 
索材は、^紙の型の上に雄をの 
せ*色とりどりの 
で a んだもので、、/ 


押松- 


-わ n 
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31 
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るものである ♦ 

よくお正爿の 
節で使われる 
羽7-枨の衷に色 
どられている松で 
ある6しかし' 

押絵はそれとは興な9,絵！！の松 
の ft を用いての手法と•嵌初に 
ご說明したよぅな一 ir 紙で型を作 
り*綿をその上にのせ ei とりど 
りの布で SL んだ铳的な手法を、 
パランスよく組み合わせた*削 
作押給*である" 


IBW も時代に合 r たものを取 
り入れ「析蛘なものを ……」と* 
こころ掛けているそぅだ • XM 
のひとつひとつが雰网； P ? たつぶ 
りに作られているのでお KI きし 
てみると「ひとつひとつスケッチ 
をして•それぞれが持つてる特 
徵をつかんだり • 
〇 一 *ある lif 究 
会なんかでょり 
ょぃ袠垠方法を 
先生をはじめ、 
いろんなひとか 
ら教えてもらつ 
て败蚀してます 
ね」との返_が 


v f >1 


一 ！ L 




かぇってきた •»- 段の•主 W と 
しての生活のなかでも、いつも 
「なにかいい术材はないか•い 
い布地はないかな…」と、； FT に 
とめながら跅しぃ作品の怫忠を 
考えているとか。年に 2.3 点作 
るそうだが大変な作窠である* 


•讲./弄 vq - f ^ 
孑过，4.315 WAy ^ sl :^ 
•眾法 s ^ rr 3>3 铎 

第^寒# 

レコょ1 ^vir 

.r7:/ 

0ゐ3 a?w ユ缚 <1 .Y • ? 本 

f i 

€ yj . h ^^9^4$ v - 


姆きし日のねが多川？づ营 

9月1512 : は敬老の：1 : 。明治屯まれの立川人をぉ訪ねしてみました。街の移り変りを兌絞けて米た方たちです。八， 
からは想像もつかないような ftip: な ^ が次々と。やはり人生長く « み II ねてこられた *® 味 * であ〇ます。 


空 m に I 军挿入音試みよ • 

天空#闊 

春#秋実 




























































念日本英 《 楝院友/思うように表現できなくて、もど 
かしい j と-垸展•春餍入*多 *) L (柴晚町> 




④“片乎問の趣味 M でなく、主媾と再叢の両立を貫い 
てきた,「琏纊は力 j の莒葉に実感こもる士見》1) 


^—とさろル 


9H は画家の方々にご W 場いただこう • 

色彩に•形に、あるいは溝成に，かけてきた方ばかり。 
でも*みなさん苦心のあとなど兒せない、 

さりげなさが光つてます C 


ネパり留学で 1 ]風|£•「儂の絵は共|«す 
るまで時 W がかかる入が多い‘ ft 戳がに 
じむ。 川町) 




隱_ 

►日展会！^ tt 用に人にあわせる二となく1今 
どぅしても j と思ぅものだけ m い T きた*と" 

(西砂町) 




















